
セブンS主材層の造膜

①５０～６０㎝四方位（肩幅よりやや広め）の面積を目安に、ゆっくりセブンＳ主材を配り塗ると、厚目に泡含みも少なく仕上がります。
（ローラーの手を伸ばし過ぎると、防水層としての塗膜厚が薄くなり、造膜が足りずひび割れ追従性が損なわれます。）

②予めローラー目の仕上がり方向を決める。
③２回の塗り付けでセブンS主材が残る場合は、塗り増しし、規定量（６００g～１ｋｇ/㎡）を塗り付けて下さい。


